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9.接続場所

インターネットへの接続場所の割合は図16（インプレス調査：既接続者のみ対

象。N＝950）、図17（CSJ調査。N＝2,532）のとおりである。

図16では「自宅」と「会社と自宅の両方」を合わせた自宅利用者が7割以上に

達しており、13（後述）で「趣味」を目的にインターネットを利用する人が半数

にのぼる状況を裏付ける結果となった。また「会社と自宅の両方」（35％）が

「会社（学校）」（23％）を上回っていることを考えると、会社や学校で利用する

人たちの中には、仕事や研究で使っているうちに面白さを感じるようになり自宅

でもインターネットを触りだした、という人が少なからずいると想像される。

一方、図17を見ると「勤務先」(39.9％）「自宅」（31.6％）「学校」（27.6％）と、

バランスよく3つに分散された形となっている。そのため、自宅利用者の方が自

宅外利用者よりも多いと判断される図16とは反対に、自宅利用者が自宅外利用者

の2分の1に満たないととれる結果となった。

その大きな理由は両調査の「接続」の意味の違いにあると思われる。図17では

調査時点でCSJのインデックスに接続した場所という意味であり、ふだんインタ

ーネットに接続している場所とはニュアンスが違ってくる。自宅と自宅外で利用

している人がいずれか一方にカウントされてしまうわけだ。いずれにしてもこの

2つのデータだけでは、自宅利用と自宅外利用の割合を判断できそうにない。

10.接続形態

接続形態は図18のとおり（インプレス調査：既接続者で回答があったもののみ

対象。「学校・会社」:N＝583、「自宅」:N＝713。図16で「会社と自宅の両方」の

回答者はいずれの対象ともなる）。「学校・会社」関係では「専用線」が5割を超

えるが、「電話（アナログ）回線ダイヤルアップ」「ISDNダイヤルアップ」とい

ったダイヤルアップIP接続の形態も合わせて46％に達している。こうした組織は

現在、状況を見ている段階と思われ、場合によっては今後、専用線に移行するこ

とも考えられる。96年2月に郵政省が発表した「平成7年度通信動向調査」にも、

インターネット利用企業119社のうち43.1％が「とりあえず様子を見ている」と

の報告がある（図19）。

一方「自宅」では当然のことながら、ダイヤルアップIP接続が圧倒的に多いと

いう結果になった。ただ、ここで注目されるのは「ISDNダイヤルアップ」が5％

いることだ。このことは既存の「電話（アナログ）回線ダイヤルアップ」（94％）

では満足できない利用者層が、広がりつつあることを予感させる。

なお「学校・会社」「自宅」を合わせた割合は「専用線」25％「電話（アナロ

グ）回線」69％「ISDN」5％となり、図20（CSJ調査。N＝2,503）とかけ離れた

結果が出た。これも9で説明した「接続」の違いによるものと思われる。
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インターネット利用者の実像と利用状況
第 3 章インターネットの現状
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図16 インターネットの接続場所 (I)
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図17 インターネットの接続場所 (C)

図18 インターネットの接続形態 (I)
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図 19 企業によるインターネットの用途（複数回答）
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図20 インターネットの接続形態 (C)
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